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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
ぼ
く
の
名
前
は
、
か
な
の
家
の

野
村
安
一
で
す
。「
こ
こ
ろ
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

住
ん
で
い
ま
す
。
な
か
ま
は
三
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

僕
の
仕
事
は
「
静
岡
若
鶏
」
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
僕

の
仕
事
は
カ
ゴ
下
ろ
し
を
や
っ
て
い
ま
す
。
僕
の
鳥
の
仕

事
は
今
お
休
み
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
と
い
う
理
由
を
教
え

ま
す
。
僕
は
六
月
八
日
水
曜
日
に
藤
枝
に
あ
る
記
念
病
院

に
入
院
を
し
ま
し
た
。
病
気
は
脳
出
血
で
す
。
脳
か
ら
血

が
出
て
、
点
滴
と
リ
ハ
ビ
リ
と
言
葉
の
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。

病
院
で
は
、
か
な
の
家
の
な
か
ま
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
人

何
人
か
が
、
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
う
れ
し
く
て
涙
が
出
ま
し
た
。
僕
は
人
気
が

あ
り
ま
し
た
。
僕
が
退
院
し
た
の
は
、
六
月
十
七
日
金
曜

日
に
退
院
を
し
ま
し
た
。
今
は
体
が
疲
れ
て
い
ま
す
。
今

の
仕
事
は
大
変
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う

か
、
相
談
し
ま
す
。 

少し遅くなりましたが、今年 4月からかなの家に新しい仲間が加わりました。 

なんと 2人！新卒なので、若いですよ！かなの家の平均年齢がグンと下がりましたね（笑） 

今回は新しく入った二人の紹介をします。 

 

Q:かなの家に来て楽しいですか？ 

秀明さん「楽しい」 

川崎さん（ニヤニヤ） 

Q:かなの家で仲良くなった人はいますか？ 

  秀明さん「江川さん、裕子さん、斉藤さん 

松永さん、柴田さん」 

  川崎さん「藤田さん」 

Q:かなの家で好きな仕事はなんですか？ 

  秀明さん「せっけん」 

  川崎さん「せっけん」 

↑佐藤 秀明（１８） 

今年の４月から、かなの家の

「だいち」に所属。こんなに

若いのにドリフターズが大好

き。かなの家でもドリフター

ズ好きが多いので、すぐに意

気投合。 

↑川崎 智之（１８） 

今年の４月から、かなの家の

「だいち」に所属。ドラゴン

ボールのベジータが大好き

で、最近、ベジータの衣装を

購入。昼休みはベジータに変

身してます。 

「かなの家の New face」 



「ラルシュの使命」 

 

ラルシュインターナショナルの責任者であるアイリーンから、やまゆり園で起きた事件について心配のメールが届きました。 

この事件について、ラルシュかなの家はどのように向き合えばいいのか考えているときでした。 

 

少しまえの今年 5月に、安積遊歩さんがかなの家に来てくれました。 

ふらっと訪ねてくれた遊歩さんは遊歩さん自身の人生を分かち合いながら、優生思想について話してくれました。優生思想は

ナチスの時だけでなく、今の社会に強く存在し、社会だけでなく自分自身のこころに優生思想があるということを教えてくれました。

できなくてはダメで、自分の弱さ、障がい、病気を隠していかなくてはならない社会に、自己肯定できなかった自分自身を思い

出しました。この事件の根底には何があるのか？遊歩さんとの出会いのおかげで、気づくことができました。 

別の話しですが、シリアのラルシュから Facebook に写真が載せられ見ることができます。戦争で悲惨な状況にいるにもかか

わらず、写真はいつも誕生会の場面です。一緒にいることを喜んでいるお祝いです。ラルシュの使命を生きるその姿勢に尊敬の

思いでいっぱいです。 

アイリーンからのメールの 1か所を紹介します。 

 

 

 

 

私たち、弱い者にはつながりが必要です。これからも「友達になりた

い！」というメッセージを出し続け、一緒にいることを、ここにいる仲間と

共に祝い続けるでしょう。 

弱さを受け入れ、ゆだね、信頼して生きていくなかまの姿は、ありの

ままで愛されているという「しるし」です。 

（言・げん） 

 

 

 

 

つながりを大切にする野村さんのひげダンス（誕生会）。 

ラルシュかなの家の賜物です。 

 

安積遊歩さん（真中の女性）と素顔（？）の野村さん 

こころの家の夕飯にご招待 

長期・短期を問いません。資格・性別・国籍も問いません。 

信仰の有無、宗派の違いも問いませんが、 

お互いの違いを尊重できる方を望みます。 

社会福祉法人ラルシュかなの家の職員として待遇されますが、 

一時的な体験者として希望されることも可能です。  

お気軽にご相談ください。 
© かなの家 

 

ラルシュとして、開かれたコミュニティでいることは本当に難しいと思います。 

しかし、知的障がいを持つ人の賜物を伝える、というラルシュの使命は私たちの希望です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、久山元太郎と申します。 

 かなの家に４月初めに来て、２週間の体験期間、３ケ月の実習期間を経

て、７月末にアシスタントになることができました。 

 かなの家に最初に来たのは、今年１月下旬で、所属していた茅ヶ崎カト

リック教会の主任神父様の勧めで、２泊３日で体験をさせていただきまし

た。その後、かなの家でアシスタントを募集していると聞いて、それまで

２年間勤めていた茅ヶ崎市内の精神障がい者グループホームから、１年間

職場を離れることを許してもらって、アシスタントの申し込みをいたしま

した。 

 私は 20 歳の時にカトリックの修道会であるイエズス会に入会し、９年

弱の間、イエズス会におりました。退会をした後、かなの家に来るまでの    

約 17年間は、パート、またはアルバイトの仕事をしたり、資格を取るための勉強をしたりしておりました。 

  

これまで、周りのアシスタントの方々や仲間の皆さんに

支えられてきたことを有り難く思っています。 

 どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

家庭のアシスタント  久山元太郎（くやま げんたろう） 

切り株のニャン 

 

 「暑い暑い夏が終わり」と書き出したいと

ころ、まだまだ日中は３０度越えの日が続い

ています。 

 でも、この頃の夕方から夜中の涼しさ、そ

して朝の田んぼではトンボの群舞と、しっか

り秋が近づいてきます。 

 アメリカからのお客様のマイケルさんと 

アンバーさんもすっかり、かなの家に溶け込

んでいます。 

 

 ところで、今年の夏はとても暑かった為か、

朝作業所へ出勤してくると、玄関脇の切り株

にニャンが丸くなって迎えてくれました。 

アシスタントな ひとこま その十 

 

 寝苦しい夜に風通しの良い切り株の上で寝て

いたようです。 

「おはよう」と声をかけると、もそっと起きて、

お家へ帰っていきました。 

今朝は久しぶりに切り株にニャンがいません。

そろそろ夜は暖かなねぐらが恋しくなってきた

のでしょうか。 

 

稲穂もあと少しで黄金色に色づくでしょう。 

そろそろ本格的な秋の到来です。 

読書の秋、スポーツの秋、 

そして食欲の秋・・ オーッ恐！ コワ！ 

 

（裕美・ひろみ） 

― 新人紹介 ― 

青野さん、裕子さんと山登り 

スーエンさん、伊藤さんと誕生会で 

http://larchekananoie.blog.fc2.com/img/IMG_3920.jpg/


  

 

 

信仰と光・横浜共同体・ほほえみの会は、25 年前に重い障がいのある服部有里子さんと有里

子さんの両親によって始められました。信仰と光との出会いで、有里子さんの賜物を見いだすこ

とができた服部さんの喜びを多くの人に伝えたいという熱い思いからです。 

 

 ほほえみの会では、毎年夏に１泊のキャンプをしま

す。一緒に食事をし、語り、ゆっくりと過ごす大切な

機会です。数年前からかなの家の方たちにも加わって

いただいて、今年も、４人の仲間の方々、２人のアシ

スタントと一緒に、食事作りや、布にスタンプを押し

て旗作りなどを楽しみました。二日目には、聖書の中

から「放蕩息子」のたとえ話のパントマイムをしまし

た。信仰と光では、福音を身体をもって味わうパント

マイムを大切にしています。みんな、心が解放されて

役になりきります。そうすると、思いがけない気づき

が与えられます。 

 

 

 

 

1971 年にフランスで始まった信仰と光は、40 周年を迎え、新しい優先課題の一つとして、

「ラルシュとの交流を深める」ことを決めました。キャンプを通して、また、アシスタントの

方が毎月集いに参加してくださり、かなの家との関わりを持つことができることを、感謝して

います。私たちがかなの家のリトリートに参加して、共にジャン・バニエを通して伝えられる

イエスの福音を深めることができることも大きな喜びです。これからも、共に歩んでいただき

たく、よろしくお願いいたします。 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラルシュかなの家 カレンダー ２０１７  発売しました！ 

 

 

 

 

 

筆者のプロフィール 

 

１９４７年 横浜で生まれる。 

２０年前  かなの家のリトリートに 

参加しラルシュと出会う。 

２００１年 信仰と光のルルド巡礼に参加。 

２０１２年より ほほえみの会リーダー 

ほほえみの会 リーダー  

 

桂 正枝 

定価（税込）・１０００円  ５冊以上・９００円（１冊）  

取りまとめてくださる方・団体へは卸値をご用意しております。ご相談ください。 

送料は何冊でも、全国一律に 300 円です。（北海道、沖縄も） 

一万円以上は送料無料です。 

上の写真のセリフ：兄 「私は、何年もお父さんに仕えています。それなのに子羊１匹すらくださいませんでした」 



 

他者を、その固有の文化において知りかつ尊重しましょう。 

その食事のしかた お互いの交わりかた 行動のしかた 相互関係のつくりかたを。 

来て、聞いて、そして学ぶのです。 

他者を裁き、そのやりかたを裁いてはいけません。 

そうではなくて、尊重し、愛し合いなさい。 

心を彼らに向けて開くのです。 

ジャン・バニエ 「ひとつとなるためにー生命の破れと光」 ( 178ページ )    

 

 

 

ワールドユースデ―（WYD）に 参加して 

 

 この夏、リニューアル休暇を利用し、ポーランドのクラクフで開催されたワールドユースデー（WYD）に

参加しました。 

 

WYDは、国連が 1985年を「国際青年年」と定めた

ことを受け、教皇ヨハネ・パウロ二世が、青年たちにロー

マへと集うように呼びかけたことに始まります。その後、

毎年「受難の主日(枝の主日)」が「世界青年の日」と定め

られ、2～3年ごとに世界で大会が開催されています。 

 

 私自身はプロテスタントですが、今年は宗教・宗派を超

えたラルシュのチームの参加がある、と友人から聞き、ラ

ルシュのメンバーとして参加しました。ラルシュのチーム 

は主に、フランスの『ラルシュ共同体』や『信仰と光』に 

よって組織されていた為、フランス語圏以外からの参加者 

は少数派でした。私はフランス語が全く分からないので、 

通訳を介さなければ、情報を得ることや、参加者の多くとコミュニケーションをとること難しい状況

にありました。 

  

しかし、個性豊かな人たちと 11日間、キャンプ場で共

に過ごす中で、言葉以外にも様々なコミュニケーション方

法があることを知りました。この経験から学んだことを何

らかの形にして、これからの生活に活かしていきたいと思

います。 

 この機会を与えてくださった神さま、留守中のカバー 

を引き受けてくださった周囲の方々、祈りなど様々な形で

支えてくれた方々、旅の中で出会ってくれた多くの人たち

に感謝します。 

 

                                   家庭のアシスタント  垣原 愛実 

ヨーロッパのラルシュのメンバーと 

筆者 ； 後列中央 

 

ヨーロッパのラルシュのメンバーと 

筆者は後列の中央 

ウクライナのラルシュコミュニティーのメンバーと 

 

http://larchekananoie.blog.fc2.com/img/20150330155207ef9.jpg/


 

せっけん工場からの報告 

 

赤い羽根共同募金から寄付金を頂き、石鹸製造用ボイラーが新しくなりました！ 

 

このたび「赤い羽根共同募金」から寄付金を 

頂きました。お礼とご報告を申し上げます。 

 

いただいた金額 1,121,000 円   

使いみち「石鹸製造用ボイラー」 

 

石鹸工場にあるボイラーが老朽化し取替えが必要

になっていました。高価な為困っていたのですが、今

回、赤い羽根共同募金から寄付金を頂き、新しいボイ

ラーに取替えることが出来ました。 

 

かなの家の石鹸は無添加で、全国各地に発送されて

います。お客様の笑顔、そして仲間が生き生きと働け

る環境を与えてくださった事に、心から感謝申し上げ

ます。皆様からのこころ温まるご寄付、本当に有難う

ございました！ 

仕事の責任者  佐藤 啓 
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2016年かなの家祭り開催のお知らせ 

～トロピかな♪ワンデイカーニバル‼～ 

恒例のかなの家まつりの季節がやってきました。 

2016 年 10 月 29 日（土）10：00～14：00、 

＠つどい・めぶき駐車場にて行います。（小雨決行、雨天時まどい作業所） 

今年のテーマは“トロピかな♡ワンデイカーニバル‼” カナロック（演芸大会）、バンド演奏、 

ダンスと盛りだくさんの内容です。屋台もやきそば、ドーナツとベトナム料理など充実して 

います。なかまのみんなと楽しく豊かな時間を過ごしませんか？皆様のご来場を心よりお待ち 

しています。 
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